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;北湾遭の木な日仰心感。
~ 

それが「地材活消」の価値です。
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世界.古の木造燈嫌である療良の法隆寺には焔元の吉野ヒノキが、国の賃要文化財である沖縄の

中村家住宅に4基地元のチャーギ{イヌマキ)が使われています。その土地の建築にはその土地の木が俵遣

であることを、古〈から白地E人1:1:心得ていました。北海道にもカラマツやトドマツ、北海道の杉といった、素晴

らしいふるさとの木があります。と〈にカラマツ品、高度な木材加工投衝によって構造体に遣した強度と

品質を実現。トドヲFツや湯割前杉は緩くて空気を含みやす〈、内殺に使うと見た自にも体.的にも履かさを，ト‘
実感できます。『北海道の木を使って北海道の家在進るjという選択lt!ごく当然といえるでしょう。

食の安全11問われる昨今、摩地がはっきりしτいて願鮮な鳩渇虚の食材を食べるf増産t血清JI!当たり前になりました.それはf住の安全Jにも
L、えるこじいつ記't'I1JI)幽されたか分からない鎗入木村に固まれゆF"'l'.臓勧・慨してい〈霊平郎、書肉、長い人生を安心し河らして

ど〈ことができるでしょうか? 厳しい気候風土に耐えて成長する強きを備え、防腐剤無落加で加工された北海道rh木に守られて事らす安心感。これ
るそがf地材tlki商jの傭舗なのです。当社4車道l1i材1α)'Yo住宅を過して、本当に安心で曹る暮らしを北海道の管事宮へお届けしてまいります。

木の城たいせつ⑧傘~'ðÞ"説話

91tt~ 

ネの峰巴いぜつの.適量街シリーズ"IJ!2 ~副区、北海道@杉を 陪良開閣の備選d凋E、ふ初ガ属ってしまわ怠いよう巴崎臨剤

使用しておりま喧.~長隠日本古来よりlt埼伝吾〈笹われて来e '.1.どを夫1!I1;:1Il1bしま曹が、 Z渇遣の本相思舗送時網11知〈
日本人E深〈忽じみ@ある本相で曹.断II!II>II漕@知県.11あ 防局剤在使用し思い起続入室内@空気a貨が良質で帯.安心・
り、ただよう杉の雷リE思リラッヲコill震もありま曹.・入初 安全・置."怠北海週で薗コ忠杉@家@健悦を目指しま曹.
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北海道木材夜祭

協同組合連合会副会畏

r~tの木崎jとして腕。伊ローン金利の 三村龍固さん
倭語llltaを段けτいます。宮ちんと管理されて
L、i4糊 o>*tJからこそ安心品問在住重点 釧 dッ峨倹で宰、初剛
座長め活性化以っ寺がりますJ木材ゃ4柑晶祖ぶ隙に降、一木材笹明やJAS
IIlt壷ぜひチヱツヲしていただ曹たいですね。平成25~草~か!>J:園.木材を使った住宅を

対象としたエコポイント制度も開始予定。rJt村地消Jにますます注目が緩まりそうです。
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